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健康・生きがい就労関連　
就労開発・支援事業　
　　　　　　　　　（担当：遠座）
12月の動き 
就労開発・支援事業　
( 各地の健康・生きがい就労トライアルの動き )

◎大阪府
◆12 日（火）大阪府福祉部介護支援課地域支援グルー
プ（府庁別館）と情報交換
高齢者のプチ就労機会の開発に関する情報交換を大阪
府担当部署と、一緒に動いているOGNW社 金澤部長
とで行ないました。金澤部長から、11 月に実施され
た万博プレイベント：子どもの職業体験「みらいのた
からばこ」で試行したシニア有償ボランティア（当
NPO井川副理事長がまとめ役で大阪府高齢者大学、
ボランティア団体、NPOラボメンバーが参加）の状況・
実施アンケートの結果ほか、大阪・関西万博ガスパビ
リオンで検討中の高齢者プチ就労実施の見通しについ
て説明がありました。
大阪府からは、R6年度生活支援体制整備等支援事業
での予算見通し（当初より、高校の授業料無償化施策
のため各施策が大幅一律カット）の話がありました。
◆26 日（火）大阪府福祉部介護支援課地域支援グルー
プと来年度計画について打合せ
大阪府から当NPOとのR6年度の具体的な活動計画（契
約）について合意形成を行いたいという連絡あり府庁
を再訪問しました。健康・生きがい就労トライアルに
ついては、次年度も実施を希望されている高槻市を含
め府内 4市程度に導入促進を今年度の 2倍の予算規模

で行なうことなどが決まりました。
◆27 日（水）兵庫県高齢政策課とコープこうべ共同購
入担当部署がここぉるに来訪
高齢政策課長、同課の地域包括ケア推進班長、担当者の
3名が、コープこうべ共同購入センター宝塚のセンター
長などコープの方々 4名と一緒に、NPOラボの事務所
でもある “まちのつどい場ここぉる” を視察に来られま
した。ここぉるは、コープの「めーむひろば」という注
文購入品をコープ店舗以外で受け取る場所（週 1日）を
地域のつどい場としても位置づけ、地域の高齢者～子ど
もが交流する場所です。この新しい取組み（モデル）を、
来年度から県内に兵庫県高齢政策課とコープこうべで協
働して整備していく施策を検討しているとのことでした。
◎宝塚市
◆9日（土）シニアの地域デビュー応援講座 “づか塾” （フ
レミラ宝塚）にて講演
　主に 70 代 26 名が参加するづか塾 18 期生に向け、「長
寿社会の歩き方　人生 100 年時代 元気・健康寿命を延
ばすには？」と題して、宝塚市健康福祉部守川課長の講
演（30 分）のあと 65 分でお話ししました。次第にメモ
を取り出す方もいて、3月 1日に健康・生きがい就労ト
ライアル市民向け説明会を開催するとの情報は多くの方
が書き留めていらっしゃいました。　
◆そのほか
宝塚市とDaigas（大阪ガス）グループの包括連携協定に
より、大阪ガスが市に提案したお出かけ納税（ふるさと
納税の返礼品＝その市の飲食店等で使えるデジタルクー
ポン、宝塚市が全国初で今後京都市などでも展開）事業
を普及されるため、シルバー人材センター会員（高齢者）
が加盟飲食店開拓を担うという仕組みづくりのお手伝い
もしています。
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◎豊中市
◆14 日（木）豊中市第 7回就労促進講座（豊中
市庄内コラボセンター “ショコラ”）にて講演
市民 16 名（平均年齢 62 歳）の参加のもと「健康
と生きがいづくりに向けて　人生後半の “働く”
を考える」と題して、途中休憩も入れながら 90
分の講演を行ないました。
【講座聴講後のアンケート結果】
・社会参加と健康長寿の関係性が分かった。
・老後のモチベーション高まった。
・今のところは自分の関心ある仕事をしたいと
思っているが、後々の事を考え介護の勉強もしよ
うかと思いました。
・自分も含めシニアの方は働くにあたり、“させて
もらう” という意識をしっかり持って働く必要が
あると改めて思いました。
・働き続ける事の今回のテーマの意義をよく理解
出来ました。セミナーを実施して頂きありがとう
ございました。
・たいへん興味深い講義内容でした。トライアル
は大変よいと思います。一歩踏み出すきっかけが
欲しいと常に思っています。さらに、金銭を得る
ことは意欲につながり、人としての価値感にもつ
ながります。
・何歳になっても社会とつながる事が大切。生活
不活発病にならないように、100 年人生を目指せ
るように頑張らないと！と考えさせられました。
遠座の講演後、豊中市シルバー人材センターから
事業の概要説明があり、幅広い分野の仕事だけで
なく、独自事業として会員がセンター内でそれま
での経験を活かし起業した事例･･･格安印刷屋、
墓そうじサービスなどの紹介がありました。個人
で起業するのは大変ですが、シルバー人材セン
ターの看板を利用して営業等行えるメリットがあ
り、面白い取組みだと感じました。
また、豊中市シルバー人材センターから、遠座の
講演内容はシルバー人材センターの趣旨目的と非
常に重なっているので、来年度シルバーのイベン
トで講演を依頼したいとの話がありました。

◎摂津市
22 日（金）摂津市健康・生きがい就労トライアル
の事業者向け説明会で中江副理事長と講演
4年目となる今年度は、新らたに事業に参加検討を
されている介護系 3事業者が参加され、NPOラボ
からは、遠座、中江、山本が参加しました。
摂津市高齢介護課から事業の概要について、当
NPOから健康・生きがい就労トライアルについて、
ハローワーク茨木から事務連絡の順で説明が行わ
れ、特に今回は中江から、介護人材をつなぎ止める
工夫や導入指南書「ご存じですか？介護助手のちか
ら」、うまく活用している高槻荘の採用事例につい
ての紹介・解説も行ないました。

。

5日（金）13：30~　宝塚市ファミリーサポートセ
ンター訪問、シニアの就労的活動打合せ
9日（火）16：00~　伊丹市社会福祉協議会訪問 田
中泰之常務理事（市役所 課長）と面談
27 日（土）15：30 ～　NPO健康・生きがい就労ラ
ボ 定例理事会　　　　　　　　　　　　　　など
　

１月の予定

講演資料より
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スマホ講座関連
◎フレミラ宝塚
2023年12 月の「初心者向け暮らしに役立つスマホコース」 
iPhone（午前）、 Android( 午後）は、 12 月 7 日、14日、21 日に
実施しました。
各日の内容は、
◆ 7 日 　「LINEで年賀状とクリスマスカード」
LINEの keepメモを活用した画像加工の方法をクリスマスカー
ドの作成事例を通して学びました。画像加工も何度目かの講座
だったので、かなり高度な作品を作っている受講生もいました。
おまけとして、QRコードを読み込むだけで、音付き動画を送
れるサイトをご紹介。早速送ってみて、家族や友人から、『お
母さん、すごい！』『どうやったの？』などの反響をいただき
喜んでいただけました。『昨年、年賀状しまいしたから、LINE
での年賀状やグリーティングカードにチャレンジしてみます』
とのアンケートへの回答もありました。（井川講師）
◆ 14 日　相談会
班ごとにチューターを中心にして行い、今まで学習してきた内
容で、疑問に思っているところやつまづいているところを忌憚
なく相談していただきました。中には、マンツーマンに近い状
態で相談に乗るチューターもいて、『LINEのブロック、削除が
できなくて、困っていました。丁寧に教えていただき、感謝で
す』との言葉をいただき、チューターも『スキルアップになり
ました』と、win-winの効果が生まれたようです。
◆ 21 日　「リスクで備える！」
前月の山本講師の詐欺メールの話を踏まえ、見慣れないお願い
メッセージは開かないなどのSNSの危険に備える他、スマホ
を紛失したとき、電池切れのときなど、さまざまなリスクに対
しての対応策をお伝えしました。『コンビニで充電器が借りれ
るなんて知らなかった』『実用的で、役に立つ』との感想をい
ただきました。また、『すぐに電池切れになるので、買い換え
ないといけないと思っていたけど、モバイルバッテリーを購入
したい。どこのメーカーのがいいの？』など、突っ込んだ内容
の質問も相次いでいました。（大林講師）

啓発・研修事業分野　
　　　　　　　　　（担当：山口）
12月の動き 

◎フレミラ宝塚
 ◆iPhone と Android 各コース「初心者向け暮らしに役立つス
マホコース」
・1 月 18 日（健康管理：歩数計、お薬手帳など）
・25 日は（課題をクリアしよう！）
◆シニアのためのらくらく・あんしん・シンプルスマホの講座
（8回短期講座）
・1月 31 日（基本操作）

◎ボランタリー基金助成事業　スマホ・サポーター養成講座
・1月 15 日、22 日、29 日（川西市社会福祉協議会）
・1月 20 日、27 日（伊丹市教育委員会、伊丹市中央公民館）

１月の予定

ボランタリー基金助成事業
シニアの就労支援　（担当：井川）
ひょうごボランタリー基金から、『シニアの就労図鑑作成』と2本
柱で助成を受けている『大人の学び直し塾』がついに始まります。
学び直し（リスキリング）と学びほぐし（アンラーニング）の
重要性を訴求し、シニアの就労のミスマッチをなくして、シニ
ア就労の促進を図りたいと思います。ぜひ、お知り合いの方にも
ご案内お願いします。また、ご参集いただければ幸いです。
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12 月 3 日、宝塚市文化芸術センターで、たからづか
縁卓まちづくりネット主催のまちフェスが開催されま
した。総勢約 800 名が参加し、多くの親子がゲームや
美味しい食べ物を楽しんでいました。「ここぉる」で出
会った仲良くなった親子と地域のシニアが、まちフェ
スに一緒に参加してくれていたのが印象的で、「子育て
応援」「地域とのつながりづくり」の取り組みの成果
を実感しました。

ここおる通信

1月からは、フレミラ宝塚で
のスマホ講座の元受講生が立
ち上げたシニアのグループ "
笑（ニコ）"による「おしゃ
べりスマホカフェ」が始まり
ます。これはここぉるで実験
的にスタートし、他の地域の
拠点にも出張していく予定で、
メンバーはやる気満々でした。
今後の活躍が楽しみですね。

日程：1/16( 火 )・2/20( 火 )・
3/19( 火 ) 10:30-12:00
 参加費 300 円（飲み物・お菓
子付き）当日参加可能
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NPO活動も４年目に突入。シ
ニアの子育て支援や狭義の就
労にとどまらない新発想でシ
ニアが活躍する社会づくりに
尽力します！（遠座）

「時代の変化に取り残されない
よう、頭と身体をしっかり使っ
て活動したいと思います。

そしてささやかな社会貢献がで
きたら、より幸せです。」

（山本）

2022 年と 2023 年の 2年間で、
ラボ以外も含めて、スマホ講座
のチューターを 61 回、講師を
72 回経験させていただきました。
スマホを教えることにハマりま
した。
今年もさらにハマりながら、ス
マホ講座に取り組んでいきたい
と思います。’（大林）

未来へ向かう日々。ここ数年前から
ペースが落ち、エネルギーが緩やか
にけれど確実に　減少路線へ転換し

ているなと自覚あり。
コレについて　苦しむ毎日はイヤだ！
スローで　どこか抜けがでる自分を
否定せず　諦めず　周囲の関係者へ
の負担を大きくしない心がけを持っ
て、歩む歩幅は小さくても、今を楽
しむスタイルで、前向きに　社会へ
のご恩返し行脚を遂行したいと思っ

ています。（古結）

今年の抱負は「面倒くさが
らず、すぐ取り組む」です。
何事も後回しにす？性格に
サヨナラしたいのです。「い
つやるの？今でしょう」
「IT'S　now　or　never」
　　　　　　　　（中江）

シニアの就労と取り組み
始めて４年。多くのシニアのお話を

伺いました。何らの社会活動している方は、
心身ともに健やか、しなやか、、元気。常に、

学び直しと学びほぐしを意識して、
あるいは、無意識に行っておられます。

そこには、『老害（嫌な言葉）』となどと言われる事象も
少ないようです。そんなリアルを、知ってほしい。
そして、『老害』という言葉をなくしたい。
それが、今年の豊富であり、野望です。（井川）

昨年、シニア向けの子育て支援団体「たからづか縁卓ま

ちづくりネット」を始動させ、市と協働し「シニアによ

る子育て・孫育て」に取り組めたことで、その必要性や

重要性を伝えられたと思います。今年は、ファミリーサ

ポートセンターとの取り組みをメインに、より具体的に

シニアの生きがい就労の場を広げ、元気なシニアが牽引

する”地域ぐるみでの子育て”を一層進めたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋之爪）

昨年中は、持続可能な健康や
生きがいも意味する「ウェル
ビーイング」について知る機会
がありました。そんなウェルビー
イングの構成要素としては、
PERMA（パーマ）とSPIRE（スパイア）の理論
が有名なようです。
ウェルビーイングな状態になるには、肉体・精神
・社会的のバランスが大切ではありますが、SPIRE
（スパイア）の理論では、特に人間関係（社会的な
幸福）が一番重要と位置づけられています。
人間関係による幸福は相手がありきで自分一人で
閉じるものではありません。
2024年は SPIRE（スパイア）の理論を
意識して一日一日を丁寧に過ごし、
自分および関係する相手方のウェルビーイング
な状態を継続できるように頑張りたいなと
思います。（吉住）

・NPO活動を通じ少しでも多くの社会
　貢献ができるようチャレンジします！
・スマホ講座のレベルアップに努めます。
・個人としては11月30日の「人生会
　議の日」までに、家族と話し合うため
　の準備をします。
　　　　　　　　　　　　　（山口）

明けましておめでとうございます。
今年からいよいよ年金暮らしが始ま
ります。
ラボの方針には逆行するかもしれま
せんが、スローライフにシフトして
いこうかなと考えています。
読書に明け暮れるか、家族と映画でも
見に行くか...考えてると楽しいもの
ですね。でも自分の性格上、結局は
忙しい日々になってしまうかも...
（笑）
                                    （堀内）
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	ラボニュース1月号４p軽い
	kotosinohouhu1軽い

